
デジタル田園都市国家構想は、社会課題を成長のエンジンに変
えていくことを目指し、そのためにデジタルを徹底的に活用しよ
うという「地方創生」の取組みである。人口が減っていく中で豊
かな社会を維持するためには、デジタルやロボットができる仕事
はデジタルやロボットにやってもらい、人間は人間がやる仕事に
集中する必要がある。
一方で、地方公共団体の職員数が減少する中、自治体の情報シ

ステム担当者が 1名以下の自治体が２割弱あり、デジタル化を
進めるための人材自体が不足している状況もある。導入するシス
テムをできるだけ共通化し、デジタル化の現場負担を減らすこと
が重要である。
具体的にデジタル化の成果の出ている分野としては、教育分野

でのデータ共有や介護分野での生産性向上などが挙げられる。ま
た、好事例の横展開のため、優れた取組みを「Digi 田（デジでん）
甲子園」で表彰するとともに、デジタル庁のカタログに掲載する
ことで、他の自治体が真似しやすい環境を整備している。表彰事
例には、例えば、人工衛星と AI を活用し水道管の健康状態の見
える化を進めている水道DXなどがある。
デジタルの分野は PDCA が早く回せる特徴がある。また、ベ

ンチャーの方々の参画も多い。デジ田構想は新しい資本主義の実
現に向け成果を出していくことのできる取組みと考えている。
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テーマ：デジタル活用による地方創生の推進

日　程：2024 年 6月 24 日

図2 55%の自治体が情シス担当者 3名以下と課題

図1 サービスや医療・福祉分野などでは人手不足が顕著


